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「
人
は
、
出
会
い
に
よ
っ
て
変
化
す
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
時

と
し
て
、
人
の
人
格
形
成
の
上
で
良
く
も
悪
く
も
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
が

あ
る
。

　

江
戸
の
大
泥
棒
・
石
川
五
右
衛
門
が
、
子
ど
も
の
頃
寺
子
屋
に
通
っ
て
い

た
と
き
の
こ
と
。
あ
る
日
い
つ
も
の
よ
う
に
帰
ろ
う
と
し
て
、
寺
子
屋
の
玄

関
に
降
り
立
っ
た
。
自
分
の
履
い
て
き
た
、
使
い
古
し
の
わ
ら
じ
の
横
に
、

編
み
上
げ
ら
れ
た
ば
か
り
の
き
れ
い
な
わ
ら
じ
が
並
ん
で
い
た
。
だ
れ
も
見

て
い
な
い
そ
の
隙
に
、
思
わ
ず
そ
の
き
れ
い
な
わ
ら
じ
を
履
い
て
飛
び
出
し

た
。
わ
が
家
へ
の
道
中
、「
き
っ
と
お
母
さ
ん
に
叱
ら
れ
る
」と
思
い
な
が
ら
、

後
悔
の
念
と
と
も
に
重
い
足
取
り
で
帰
り
着
く
と
、
正
直
に
告
白
し
た
。
す

る
と
そ
こ
で
母
親
の
予
想
外
の
言
葉
に
出
会
う
。「
お
前
、
う
ま
い
こ
と
や

っ
た
ね
！
」
と
頭
を
な
で
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
人
の
物
を
盗
め
ば
、
お
母
さ

ん
が
喜
ん
で
誉
め
て
く
れ
る
、
そ
う
思
っ
た
五
右
衛
門
。

　

こ
の
時
が
、
五
右
衛
門
の
泥
棒
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
も
し
母
親
が
、
人

の
物
を
盗
む
の
は
良
く
な
い
こ
と
と
、
息
子
の
行
為
を
と
が
め
正
し
て
い
れ

ば
、
五
右
衛
門
は
大
泥
棒
に
な
ら
ず
に
済
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
に
人
と
の
出
会
い
は
そ
の
人
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
の
学
院
本
科
生
三
十
二
名
・
特
科
生
五
名
さ
ら
に
は
、

カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
か
ら
本
部
研
修
生
一
名
も
体
験
入
学
さ
れ
て
い
る
。
い

ろ
ん
な
意
味
か
ら
、
時
に
責
任
の
大
き
さ
を
、
と
て
も
深
く
感
じ
さ
せ
ら
れ

る
。
学
院
生
は
、
ご
霊
地
に
身
を
お
き
、
人
に
出
会
い
、
自
分
に
出
会
い
、

祈
り
に
出
会
い
、
神
に
出
会
い
、
教
祖
に
出
会
う
。
こ
の
限
ら
れ
た
時
間
と

空
間
の
中
で
、多
く
の
こ
と
に
出
会
う
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、「
神
人
の
道
」

を
開
く
出
会
い
と
な
る
こ
と
を
切
に
祈
り
つ
つ
、
と
も
に
お
育
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

﹁
出
会
い
の
中
で
﹂

 

金
光
教
学
院
長
　
堀
尾
　
光
俊

広島平和学習（原爆ドーム）
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学
院
生
活
は
入
学
式
の
前
日
、
五
月
十
四
日

の
午
後
の
入
寮
式
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
入
学
式

は
、
黒
衣
で
羽
織
袴
の
正
装
で
す
が
、
入
寮
式

は
、
学
院
に
来
た
ま
ま
の
格
好
で
す
。
不
安
げ

な
面
持
ち
の
新
入
生
も
、
翌
日
の
入
学
式
で
は

一
変
し
て
本
部
広
前
の
修
行
生
ら
し
く
な
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
指
導
す
る
一
年
先
輩
の
O
B

に
比
べ
れ
ば
、
ぎ
こ
ち
な
い
着
こ
な
し
、
堅
い

挙
動
、
付
け
焼
き
刃
の
姿
で
あ
る
こ
と
は
一
目

瞭
然
で
す
。
そ
れ
が
、
一
ヵ
月
経
ち
、
特
科
生

が
入
学
す
る
頃
に
は
、
参
拝
時
の
黒
衣
姿
も
板

に
つ
き
、
何
も
分
か
ら
な
い
特
科
生
に
対
し

て
、
自
分
た
ち
が
入
学
当
初
不
安
だ
っ
た
気
持

ち
と
、
受
け
て
き
た
指
導
を
思
い
出
し
、
O
B

に
も
負
け
な
い
く
ら
い
の
丁
寧
な
お
世
話
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
毎
年
見
る
光
景
で
あ

り
ま
す
が
、
学
院
の
伝
統
が
学
院
生
を
育
て
て

い
く
、
そ
れ
は
見
事
な
ま
で
の
お
働
き
で
あ
る

と
思
わ
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
学
院
教
育
の
目
的
は
、「
教
師
の
基

本
で
あ
る
結
界
取
次
者
と
し
て
必
要
な
基
礎
的

内
容
を
養
う
こ
と
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
取
り
組
み
を
始
め
て
四
年
目
に
な

り
ま
す
。

　

学
院
修
行
の
中
心
に
は
、
そ
の
日
一
日
の
結

界
奉
仕
を
勤
め
る
「
奉
仕
」
の
存
在
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
本
部
広
前
と
学
院
広
前
へ
の
参
拝

は
、
奉
仕
・
副
奉
仕
を
先
導
が
導
く
形
式
を
と

り
、
食
事
に
お
い
て
も
奉
仕
・
副
奉
仕
を
上
座

に
据
え
て
、
金
光
様
の
お
手
代
わ
り
と
し
て
、

役
柄
に
奉
仕
す
る
姿
勢
を
培
う
と
共
に
、
他
の

学
院
生
は
、
奉
仕
を
頂
き
、
奉
仕
に
取
次
を
願

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
奉
仕
を
奉
仕
た
ら
し
め
て

い
く
役
柄
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

学
院
が
長
い
歴
史
の
中
で
培
っ
て
き
た
、
修
行

形
態
で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

取
次
者
と
は
ど
う
い
う
存
在
か
、
教
師
と
し

て
御
用
に
あ
た
っ
て
い
て
も
、
す
ぐ
に
は
答
え

ら
れ
な
い
問
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
難
儀
な
氏
子
が
助
か
る
と
い
う
神
の
願
い

に
は
疑
い
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
道
の
教

師
は
、
生
涯
か
け
て
、
難
儀
な
氏
子
を
取
次
ぎ

助
け
る
取
次
者
の
あ
る
べ
き
姿
を
自
ら
に
問
い

か
け
続
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
学
院
生
が
踏

み
出
し
た
そ
の
旅
の
第
一
歩
を
、
職
員
も
共
に
、

日
々
新
た
に
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
院
修
業
に
つ
い
て

学
院
修
業
に
つ
い
て

学
院
次
長

　坂
口

　光
正

一日の信行内容
（時間）

5：20
5：40
6：00
7：30
8：30
9：00

11：50
12：30
13：30
15：20
15：40
16：40
18：00
19：00

21：00
22：00

（信行内容）
　起　床
　参拝出発
　本部広前御祈念・洒掃
　朝　食
　朝　礼
　午前の課業
　洒　掃
　昼　食
　午後の課業
　参拝出発
　本部広前御祈念・洒掃
　お退けお見送り・洒掃
　夕　食
　夜御祈念
　自修・入浴
　閉　門
　消　灯

講義科目・担当者
教祖科目

教
祖
概
論

教
祖

教
祖

教
義

堀
尾　

光
俊

坂
口　

光
正

佐
藤　

光
貴

加
藤　
　

実

教団科目

教
団
史

教
制

教
団
活
動

三
好　

光
一

木
村　

正
明

高
橋　
　

斉

布教科目

直
信･

先
覚

結
界
取
次

各
種
活
動

礼
典
（
祭
式
）

礼
典
（
祭
詞
）

眞
田
奈
保
子

安
武　

秀
信

安
部　

美
雄

堀
江　

芳
則

田
中　

照
彦

人事関係

・
次
長
横
山
勇
喜
雄
、
四
月
十
七
日
付

で
辞
任
。

・
講
師
坂
口
光
正
、
四
月
十
八
日
付
で

次
長
に
任
命
。

・
教
師
三
好
光
一
、四
月
十
七
日
付
で

講
師
に
任
命
（
教
学
研
究
所
よ
り
異

動
）。

園芸風景

覚筆写

信行輔導期間

図書館見学
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■
信
行
輔
導
期
間

　

学
院
で
は
、
学
院
生
活
の
基
本
日
課
を
習
得

し
、
こ
こ
か
ら
の
修
行
の
指
針
を
見
出
す
た
め

に
十
日
間
の
信
行
輔
導
期
間
を
設
置
し
て
い

る
。
前
年
度
の
卒
業
生
で
あ
る
Ｏ
Ｂ
か
ら
、
奉

仕
・
待
命
・
炊
事
・
洒
掃
を
中
心
と
し
た
生
活

全
般
の
指
導
を
受
け
た
。
本
年
度
の
本
科
生

三
十
二
名
は
慣
れ
な
い
黒
衣
に
身
を
包
み
、
Ｏ

Ｂ
の
説
明
に
意
識
を
集
中
さ
せ
、
修
行
生
と
し

て
の
在
り
方
を
学
ん
だ
。
Ｏ
Ｂ
の
行
き
届
い
た

指
導
に
よ
り
、
十
一
ヵ
月
の
学
院
修
行
の
基
礎

が
出
来
上
が
り
、
新
年
度
が
開
始
さ
れ
た
。

　

本
年
度
の
Ｏ
Ｂ
は
以
下
の
通
り
。（
敬
称
略
）

　

石
橋
祥
次
郎
（
福
岡
・
久
留
米
）

　

池
田　

豊
一
（
大
阪
・
阿
倍
野
）

　

山
田　

悠
輔
（
大
阪
・
片
江
）	

　

杉
田　

満
平
（
山
口
・
由
宇
）

　

安
部　

輝
道
（
兵
庫
・
小
野
）

　

竹
内　
　

恵
（
福
岡
・
合
楽
）

　

佐
藤
美
貴
栄
（
佐
賀
・
相
知
）

　

池
田
真
名
美
（
大
阪
・
阿
倍
野
）

■
聖
蹟
巡
拝

　

聖
蹟
巡
拝
は
、
教
祖
様
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
、

教
祖
事
蹟
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
願
い

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
六
月
十
九
日
は
、
本

科
生
・
特
科
生
合
同
で
教
祖
様
ご
生
家
方
面
に

赴
い
た
。
荒
神
社
、
早
馬
神
社
、
西
側
の
墓
地

（
金
光
家
遠
祖
歴
世
親
族
家
族
之
奥
城
）
な
ど

を
巡
っ
て
ご
生
家
ま
で
歩
き
、
ご
当
主
・
香
取

航
師
か
ら
、
教
祖
様
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
伺
い
、

教
祖
様
直
筆
の
天
地
書
附
他
、
貴
重
な
遺
品
を

拝
見
し
た
。
ま
た
、
教
祖
様
実
父
で
あ
る
十
平

様
が
幼
少
の
教
祖
様
を
背
負
っ
て
参
っ
た
と
さ

れ
る
泉
勝
院
で
は
、
葉
上
住
職
か
ら
寺
院
の
縁

起
、
ご
自
身
が
住
職
と
な
ら
れ
た
経
緯
等
、
示

唆
深
い
お
話
を
賜
り
、
修
行
の
上
に
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
か
ら
占
見
村

の
氏
神
の
大
宮
神
社
ま
で
山
道
を
歩
き
、
拝
殿

で
揃
っ
て
昼
食
を
い
た
だ
き
、
帰
院
し
た
。

　

七
月
三
日
に
は
、
本
科
生
が
三
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
木
綿
崎
山
周
辺
の
聖
蹟
を
辿
っ
た
。

　

こ
の
他
、
今
秋
に
は
西
大
寺
観
音
院
、
吉
備

津
神
社
、
鞆
津
祇
園
宮
等
を
訪
問
す
る
予
定
で

あ
る
。

■
平
和
学
習

　

世
界
真
の
平
和
の
ご
神
願
成
就
へ
の
祈
り
を

新
た
に
す
る
こ
と
を
願
い
と
し
、
例
年
平
和
学

習
と
し
て
広
島
を
訪
れ
て
い
る
。

　

今
年
は
戦
後
七
十
年
の
節
年
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
和
学
習
に
先
立
っ
て
、
学
院
生
自
ら

が
企
画
し
て
、
戦
前
戦
中
の
教
団
に
つ
い
て
学

び
、
本
部
主
催
の
講
演
会
（
テ
ー
マ
「
戦
後

七
十
年
・
被
爆
七
十
年
を
迎
え
、
あ
ら
た
め

て
本
教
の
平
和
観
を
考
え
る
」）
に
も
参
加
し
、

事
前
に
平
和
へ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

を
も
っ
て
臨
ん
だ
。

　

七
月
二
十
日
の
当
日
は
、
広
島
平
和
記
念
公

園
の
慰
霊
碑
を
巡
り
、
原
爆
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
へ
祈
り
を
捧
げ
、
折
鶴
を
献
納
し
た
。
続

い
て
、
語
り
部
岸
田
弘
子
氏
に
よ
る
被
爆
体
験

談
を
拝
聴
し
た
。
そ
の
後
、
岸
田
氏
の
話
を
思

い
起
こ
し
つ
つ
、
平
和
記
念
資
料
館
を
見
学
し
、

戦
争
の
残
酷
さ
、
今
な
お
残
る
原
子
爆
弾
に
よ

る
被
害
の
悲
惨
さ
を
体
感
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
第
七
十
回
金
光
教
広
島
平
和

集
会
に
参
加
し
た
。
原
爆
死
没
者
慰
霊
祭
で
は
、

奉
仕
が
代
表
し
て
玉
串
を
奉
奠
し
、
そ
の
後
、

学
院
生
全
員
が
合
唱
奉
仕
に
参
加
し
、「
夾
竹

桃
の
子
守
歌
」「
ビ
リ
ー
ブ
」「
ひ
ろ
し
ま
平
和

の
歌
」
を
歌
い
、
慰
霊
と
平
和
へ
の
祈
り
を
捧

げ
た
。

こ
こ
ま
で
の
歩
み

こ
こ
ま
で
の
歩
み

寮内指導

ご生家

広島平和学習
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■
文
化
活
動

　

学
院
で
は
、
教
師
と
し
て
の
基
礎
的
素
養
を

身
に
つ
け
、
深
い
人
格
形
成
に
資
す
る
こ
と
を

願
い
と
し
て
、
文
化
活
動
を
設
定
し
て
お
り
、

学
院
生
は
、
典
楽
、
華
道
、
茶
道
、
書
道
の
い

ず
れ
か
を
選
択
し
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
に
実

施
し
て
い
る
。

　

典
楽
（
講
師
：
岡
本
庄
一
師
・
金
光
あ
か
り

師
）
は
、
金
光
教
典
楽
会
よ
り
講
師
を
迎
え
、

学
院
生
は
箏
・
笙
・
龍
笛
・
篳
篥
の
中
か
ら
楽

器
を
選
択
し
て
、
練
習
を
進
め
て
い
る
。
未
経

験
者
も
多
く
、
初
め
の
う
ち
は
音
が
出
な
い
な

ど
苦
労
し
た
が
徐
々
に
上
達
し
、
お
互
い
に
コ

ツ
を
教
え
合
い
、
刺
激
し
合
い
な
が
ら
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て

き
た
。
秋
に
は

学
院
広
前
で
執

り
行
わ
れ
る
霊

大
祭
に
奏
楽
の

御
用
を
い
た
だ

い
て
い
る
た
め
、

一
音
一
音
に
真

心
を
込
め
、
神

様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う

練
習
を
積
み
重

ね
て
い
る
。

　

華
道
（
講
師
：
早
川
さ
な
ゑ
師
）
は
、
池
坊

の
流
派
の
正
風
体
生
花
、
新
風
体
生
花
、
自
由

花
等
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。
師
の
丁
寧
な
指

導
の
も
と
、
学
院
生
は
、
心
を
込
め
て
花
を
生

け
、
生
け
た
作
品
は
、
学
院
広
前
や
、
教
室
棟

の
廊
下
に
飾
ら
れ
、
学
院
内
を
華
や
か
に
し
て

見
る
人
の
心
を
和
ま
せ
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
毎
回
の
稽
古
を
通
し
て
、
一
本

一
本
の
花
の
美
し
さ
や
、
命
の
尊
さ
を
実
感
し
、

調
和
の
取
れ
た
命
の
輝
く
世
界
に
触
れ
る
こ
と

で
、
華
道
の
奥
深
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

　

茶
道（
講
師
：
太
田
裕
子
師
）は
、
六
名
の
選

択
者
が
藪
内
と
い
う
流
派
を
学
ん
で
い
る
。

　

は
じ
め
て
触
れ
る
お
茶
の
道
具
の
扱
い
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
、
自
分
や
人
が
た
て
た
お
茶
を

五
感
で
味
わ
い
、
毎
回
異
な
る
季
節
の
美
し
い

お
菓
子
に
心
弾
ま
せ
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が

お
点
前
を
身
に
つ

け
る
た
め
稽
古
に

励
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
お
点

前
だ
け
で
な
く
、

茶
道
具
や
書
、
軸
、

茶
花
な
ど
に
つ
い

て
も
学
ん
で
い
く
。

　

書
道
（
講
師
：
中
桐
眞
彦
師
）
は
、
先
生
の

丁
寧
な
ご
指
導
の
下
、
書
道
の
経
験
者
か
ら
、

不
得
手
だ
と
い
う
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
生

懸
命
稽
古
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
回
を
重
ね
る

ご
と
に
上
達
し
て
い
る
様
子
を
伺
う
こ
と
が
で

き
、
大
変
あ
り
が
た
い
。

　

本
年
も
、
生
神
金
光
大
神
大
祭
に
合
わ
せ
て

学
院
書
華
道
展
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
が
思
い
を
込
め
た
字
を
書
し
た
半
切
を

展
示
す
る
。
ま
た
学
院
合
同
茶
会
で
は
色
紙
に

好
き
な
文
字
を

書
い
て
披
露
す

る
予
定
も
あ

り
、
今
後
と
も

先
生
の
ご
指
導

を
仰
ぎ
、
稽
古

に
勤
し
ん
で
い

き
た
い
と
願
っ

て
い
る
。

５
月	

14	

本
科
入
寮
式

	

15	

本
科
入
学
式

	

15
～
23	

信
行
輔
導
期
間

	

24
～
30	

実
践
課
題
設
定
期
間

	

25	

大
掃
除
（
畳
上
げ
）

	

26	

授
業
開
始

	
	

文
化
活
動
開
始
（
毎
週
水
曜
日
）

	

27	

図
書
館
見
学

	

28	

消
防
訓
練

６
月	

１	

第
一
回　

求
道
の
日

	

11
～
15	

教
団
独
立
記
念
祭
御
用
奉
仕

	

16	

特
科
入
寮
式

	

17	

特
科
入
学
式

	

18	

本
部
研
修
生
体
験
入
学
開
始

	

19	

聖
蹟
巡
拝
（
ご
生
家
方
面
）

	

26
・
27	

特
科
教
話
実
習

７
月	

１	

第
二
回　

求
道
の
日

	

２	

学
院
長
寮
内
巡
回

	

３	

聖
蹟
巡
拝
（
木
綿
崎
山
周
辺
）

	

17	

特
科
卒
業
証
書
授
与
式

	
	

本
部
研
修
生
体
験
入
学
終
了

	

18	
｢

全
教
勢
を
そ
ろ
え
て
社
会
奉
仕
の
日
」参
加

	

19	

第
一
回　

部
屋
替
え

	

20	
｢

広
島
平
和
集
会
」
参
加

	

27
～
29	

第
一
回　

定
期
考
査

８
月	

１	

第
三
回　

求
道
の
日

	

３	

木
綿
崎
山
作
業

	
	

第
一
信
心
レ
ポ
ー
ト
懇
談

	

５
～
10	

少
年
少
女
全
国
大
会
御
用
奉
仕

	

11
～
９
／
２	

夏
期
在
籍
教
会
実
習

（
夏
期
在
籍
教
会
実
習
ま
で
）

日
程

 

華 

道
／
四
名
（
男
子
四
名
）

 

典 

楽
／
十
一
名
（
男
子
八
名
　
女
子
三
名
）

 

茶 

道
／
六
名
（
男
子
四
名
　
女
子
二
名
）

 

書 

道
／
十
一
名
（
男
子
六
名
　
女
子
五
名
）
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今
年
度
の
特
科
生
五
名
（
男
子
二
名
、
女
子

三
名
）
は
、
六
月
十
七
日
に
入
学
し
、
七
月

十
七
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
に
及
ぶ
学
院
修
行
を

進
め
た
。

　

教
典
ゼ
ミ
・
祭
式
・
祭
詞
等
の
学
行
は
特
科

独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、
参
拝
、
洒

掃
、
炊
事
等
の
信
行
は
本
科
生
の
班
に
加
っ
て

行
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
教
師
と
し
て
の
基
礎
的
素
養
を

習
得
し
、
こ
こ
か
ら
御
用
に
立
た
せ
て
い
た
だ

く
心
構
え
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
科
生
と
同
じ
場
で
修
行
す
る
中
で
、

お
互
い
刺
激
し
合
い
、
磨
き
合
う
こ
と
が
で
き
、

共
に
こ
こ
か
ら
の
修
行
成
就
、
御
用
成
就
を
祈

り
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
で
あ
る
。

神
様
の
お
計
ら
い
を
受
け
て

�

山
口
県
・
宇
部
東
教
会

�

清
水
　
幹
生

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震

災
発
生
。
そ
の
報
道
を
見
て
、私
は
い
て
も
た
っ

て
も
い
ら
れ
な
く
な
り
、
翌
月
二
十
二
日
に
は

被
災
地
の
助
け
に
な
り
た
い
と
思
い
気
仙
沼
に

入
り
、
四
年
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
は
、
被
災
者
の
辛
い
悲
し
い

話
を
聞
く
こ
と
し
か
で
き
ず
、
そ
の
心
を
癒
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
昨
年
五
月
に
大
腸
が
ん
が
見
つ
か

り
手
術
を
受
け
ま
し
た
。「
な
ぜ
神
様
は
命
に

関
わ
る
大
病
を
さ
せ
な
さ
る
の
か
」
と
思
い
ま

し
た
が
、
被
災
者
か
ら
の
励
ま
し
の
言
葉
が
私

の
支
え
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
手
術
後
、
教

会
長
先
生
よ
り
、
学
院
入
学
の
話
を
い
た
だ
き
、

迷
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
に
足
り
な
い
も

の
を
求
め
て
、
学
院
入
学
を
決
心
し
ま
し
た
。

　

学
院
で
、
ご
霊
地
の
お
徳
や
、
学
院
長
先
生

の
信
心
に
触
れ
、自
分
に
は「
神
心
」が
足
り
な

い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
、
ま
た
、
私

に
神
様
か
ら
か
け
ら
れ
た
願
い
に
も
気
づ
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
神
様
の
願
い
、
そ
れ
は
、

こ
こ
ま
で
の
人
生
を
基
に
、
生
神
金
光
大
神
様

に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
人
を
助
け
る
御
用

に
邁
進
す
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
を
胸
に
こ
こ
か

ら
の
御
用
に
あ
た
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

難
は
み
か
げ

�

徳
島
県
・
徳
島
西
教
会

�

筒
井
　
善
子

　

金
光
教
徳
島
西
教
会
の
子
弟
と
し
て
、
神
様

の
お
恵
み
の
中
で
、
願
い
祈
ら
れ
て
お
育
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
二
月
、
祖
父
母
、
父
母

の
式
年
祭
を
お
仕
え
し
、
お
霊
様
の
強
い
思
い

を
神
様
が
お
受
け
取
り
下
さ
り
、
思
い
が
け
ず

金
光
教
学
院
特
科
入
学
と
い
う
有
難
い
お
か
げ

を
蒙
り
ま
し
た
。

　

金
光
様
の
お
取
次
を
い
た
だ
き
、
本
科
生
の

皆
さ
ん
の
て
き
ぱ
き
し
た
行
動
と
指
導
に
感
嘆

し
つ
つ
、
黒
衣
に
身
を
包
み
、
修
行
生
と
し
て

の
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
朝
夕

の
本
部
広
前
参
拝
の
道
中
に
右
足
つ
け
根
が
痛

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
神
様
は
い
っ
た
い

私
に
何
を
？
」
と
思
い
、
お
届
け
お
伺
い
を
す

る
と
、
金
光
様
か
ら
は
「
今
ま
で
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
お
世
話
に
な
っ
た
足
に
し
っ
か
り
お
礼

を
申
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
」、
学
院
長

先
生
か
ら
は
「
神
様
の
杖
を
つ
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
ょ
う
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
学
院
生
の
優
し
さ
に
支
え
ら
れ
、
激
痛
に

堪
え
な
が
ら
必
死
で
心
中
祈
念
を
し
、
神
様
に

心
を
向
け
ま
し
た
。
神
様
は
こ
の
痛
み
を
通
し

て
「
一
心
に
願
う
心
」
を
お
育
て
下
さ
っ
た
の

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

特科生卒業特科生卒業

卒業証書授与式

教 話 実 習
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三
ヵ
月
を
振
り
返
り

�

香
川
県
・
苗
羽
教
会

�

細
川
　
大
輔

　

僕
は
学
院
に
入
る
ま
で
金
光
教
に
は
全
く
興

味
が
無
く
、
入
学
の
動
機
も
「
両
親
を
安
心
さ

せ
た
い
」
と
い
う
く
ら
い
の
こ
と
で
、「
取
り

敢
え
ず
一
年
間
辛
抱
す
れ
ば
い
い
」
と
し
か

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
院
に
入
学
し

三
ヵ
月
の
学
院
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

入
学
当
初
は
「
神
」「
信
心
」
と
い
う
言
葉
に

抵
抗
を
感
じ
る
ば
か
り
で
、
何
と
か
み
ん
な
に

合
わ
せ
よ
う
と
話
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ

ど
も
、
話
に
つ
い
て
い
け
ず
、
歴
然
と
し
た
差

を
感
じ
、
や
は
り
「
此
処
は
僕
の
来
る
場
所
で

は
な
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、日
々
生
活
を
送
る
中
で
今
ま
で「
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
あ
り
が
た

い
」
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
三
食
を

い
た
だ
く
こ
と
、
お
風
呂
に
入
る
こ
と
、
睡

眠
を
取
る
こ
と
、
ど
れ
も
あ
り
が
た
い
と
思
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
良
き
同
期

と
も
出
会
え
た
こ
と
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
も
ら
え
る
学
院
に

入
学
し
て
、
今
は
素
直
に
良
か
っ
た
と
思
え
ま

す
。
今
の
環
境
に
狎
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い

様
、
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
お
か
げ
の
中
で

�

福
岡
県
・
秋
月
教
会

�

林
　
　
百
香

　

日
々
、
金
光
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
厚

き
ご
祈
念
を
い
た
だ
い
て
学
院
生
活
を
送
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
入
学
し
て
三
ヵ
月

が
経
ち
、
み
教
え
の
「
神
様
は
、
氏
子
の
身
の
上

に
け
っ
し
て
無
駄
事
は
な
さ
れ
な
い
」
と
い
う

こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
に

い
た
だ
い
た
御
用
を
通
し
て
、
無
駄
な
事
は
何

一
つ
な
く
有
り
難
い
こ
と
だ
な
と
思
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
入
学
式
の
会
食
時
の
ス
ピ
ー

チ
に
始
ま
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
と
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
こ
と
ば
か
り
で
、
私
に
御
用
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
の
か
不
安
で
し
た
。
し
か
し
先
生
方
に「
お

か
げ
を
い
た
だ
い
た
ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
が
お
か
げ
な
ん
だ
と
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

自
ら
気
付
き
、
お
礼
申
す
こ
と
が
大
切
だ
と
身

を
も
っ
て
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
学
院
へ
の
入
学
を
自
ら
決
断
し
て
き
た

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
院
長
先
生

が
「
ど
れ
ほ
ど
の
親
の
祈
り
や
願
い
が
あ
っ
て

今
の
自
分
が
あ
る
の
か
」
と
話
さ
れ
た
時
に
、

今
日
ま
で
ず
っ
と
祈
ら
れ
て
多
く
の
お
か
げ
の

中
で
生
か
さ
れ
て

い
た
ん
だ
と
実
感

し
、
涙
が
溢
れ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
同
期

と
共
に
ご
修
行
に

励
み
、
神
様
に
喜

ば
れ
る
御
用
を
さ

せ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。

学院ホームURL　http://www.konkokyo.or.jp/gakuin/

学
院
生
の

学
院
生
の

声声
授 業 風 景

教団独立記念祭
御用奉仕

作業風景

自主企画

東近畿
 本科
  1（0/1）

合計 　本科 32（22/10）
　　　特科 5（2/3）

北海道

東北

関東
本科 1
　（0/1）

信越

中近畿
本科 5（4/1）
特科 1（1/0）

東近畿

西近畿
本科 4（2/2）

　四国
本科 3（2/1）
特科 1（0/1）

東中国

西中国
本科 4
  （4/0）
特科 2
  （1/1）

北九州
本科 9（7/2）
特科 1（0/1）

南九州
本科 3
  （2/1）

東海
本科 3
　（1/2）

（

平成27年度 教区別入学者数
（　）内の数字は男/女


